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 民間団体等への委託 
 期間：１年 

 風力発電の導入適地は、電力の需要地から離れ
ており送電網が脆弱な地域が多く、風力による
発電電力を系統に送ることが困難。 

 風力発電の導入拡大のためには、系統整備によ
り送電可能量の拡大が不可欠。 

 風力発電のための送電線の整備手法やこれによ
る導入可能量の拡大量を検討することで、送電
網整備による風力発電の最大限の導入に貢献す
ることを目的とする。 

今後特に導入拡大が見込まれる風力発電等の再生可
能エネルギーのための送電線を対象として、具体的
な送電線の整備可能地域の検討、効率的な送電線の
建設工法の検討等を行う。 
※本事業は経済産業省と共同で実施 

期待される効果 

再生可能エネルギーの導入拡大のための系統整備に
向けた知見の集積し、風力発電等再生可能エネル
ギー導入検討地域において活用されること。 

風況がよく風力ポテンシャルが高い地域 

系統が脆弱な地域 
における送電線整備 

• 具体的な送電線の整備可能地域の検討 
• 効率的な送電線の建設工法の検討 など 

風力発電の 
導入拡大 

検証及び知見の集積 


